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環境負荷と対策コストを抑えるVOC汚染浄化技術

ランドソリューション                       通信

原位置酸化分解法

原位置鉄粉混合法
微細鉄粉注入法

ランドソリューションの

主なVOC汚染浄化技術

地下水流向

栄養剤

嫌気性バイオ法
バイオスパージング

《対象物質》

有機塩素化合物

《対象物質》

ベンゼン

石油系炭化水素

1.4-ジオキサン

ランドソリューションは

実サイトの地層や汚染状況（範囲・深度・濃度・汚染源など）を確認したうえで

これらの保有技術の中から最適な浄化方法を選択しご提案します。

今回は、低コストかつ環境にやさしいバイオ浄化技術の紹介です！

一般社団法人 土壌環境センターが行った会員企業向けアンケートによると

VOC汚染に対する浄化技術としては

バイオ浄化や酸化分解などの【原位置浄化】が主流になっています。



ランドソリューションは、VOC汚染対策に

低コストかつ環境にやさしいバイオ浄化技術を推しています！

売却・建替え前に

汚染リスクを整理したい。

セミナー名：

VOC地下水汚染対策を終わらせる！

環境負荷と対策コストを抑える

バイオ浄化技術 選定のポイント

開催日時：2026年7月22日(水) 15:00〜16:00

参加費用：無料

申込期限：2026年7月15日(水) 13:00
https://www.landsolution.co.jp/

ランドソリューション株式会社
連絡先： 03-5412-6710（本社）

06-6220-1377（大阪事務所）

052-203-2852（名古屋事務所）

こんなお悩みはありませんか？

揚水処理を続けているが

終わりが見えない。
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揚水処理 嫌気性バイオ法 フェントン法（原位置酸化分解）

揚水処理 嫌気性バイオ法 フェントン法

（原位置酸化分解）

計画・設計 資材調達 運搬 調査 対策工事 土壌場外処分 運用 廃棄

嫌気性バイオ法は、

揚水処理に比べて約24％

フェントン法に比べて約64％
CO2排出量を削減することができます。

嫌気性バイオ法は、

揚水処理に比べて約60％

フェントン法に比べて約35％
トータルコストが低い。

（揚水処理のコストは25年間の合計です）

比べてみました！ 揚水法×嫌気性バイオ法×フェントン法（原位置酸化分解）

コスト比較（浄化期間累計）

CO2排出量

詳しく説明します！無料オンラインセミナーのご案内

課題整理から次の一歩までをわかりやすくご紹介いたします

申込ページへリンク

（年）

建屋下の汚染で

掘削以外の方法を探している。

CO2や環境負荷を

抑えた対策を考えたい。

https://www.landsolution.co.jp/
https://kcrweb.kurita-water.com/events/20260722.html
https://kcrweb.kurita-water.com/events/20260722.html
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